La révolte des Maillets dans les Lieux de mémoire by 近江 吉明
「記憶の場」から捉えたマイエ蜂起
























































































































を持つ者たち（gens de male volenté）» の部分である。つまり，国王側が
認識していた蜂起衆についての表記に特徴がある。« manans »，« habi-


































こに « ある少数の者たちがこのように群民を混乱に引き込む » などした。
その結果，« 不運な者５００人 » が登場したが，それは « お互い誘い合い，
至るところで自発的に蜂起の味方 » になったからだという。
この， « ある少数の者たち » は，『勅令』の中の « 悪意を持つ者たち »
と見ることもできる。彼らが，マイエ蜂起の指導層であったとの捉え方も
できそうである。しかし，異国人だとされるブオナッコルソ＝ピッティ








« le petit peuple » であるという点を見過ごすわけにはいかない。『続サン
































































しかし，この３人の嘆願者は，それでも « 下層民 petit peuple » という































のジル＝ラバ Giles Labat（２５）では，« …．．我々の町の４人組頭や１０人組頭
の決定と命令によって何度となくしばしば武装した …… » とあり，９
～１０歳の少年コラン＝ピック Colin Piques（２６）では，« ……．それ以来，１０
人組頭や５０人組頭，さらには４人組頭がこの者を寄付金集めや集会に行く
ことを命じたので …… » と書かれ，また，職業不詳のジュアン＝ゴン
ド Jehan Gonde（２７）のそれには，« …… しかも，この者の１０人組頭の強制
によって集会に参加した。…… » と，そのことが証言されていて，さら
に，それと同時に集会・会合のあったことも浮かび上がってくる。










する上記の１２名はむしろ平民 « manans » と見なすべきだろう。

























したメンバーであるが，彼らは，« いくつかの正義 justice plusieurs » に












のローラン＝グレーヴ Laurens de la Grève（３５）も顔を出している。






























ゲレメク Bronislaw Geremekの社会的周縁者研究（３７）や，G. フルカン（３８），
G. ボワ（３９）らの社会経済史研究の成果に学ぶ必要がある。ただ，残念なが
ら本稿で検討することは出来なかった。今後の課題としたい。
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